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（別添） 

 

 

 

 
日本医科大学付属病院 

公的医療機関等2025プラン 

 

 

 

 
平成２９年１０月 策定 
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【○○病院の基本情報】 

 

医療機関名：日本医科大学付属病院 

 

開設主体：学校法人 日本医科大学 

 

所在地：東京都文京区千駄木１丁目１番５号 

 

 

許可病床数：８９７床 

（病床の種別）別紙１参照 

 

（病床機能別）別紙１参照 

 

 

稼働病床数：８５８床 

（病床の種別）一般８３１床 精神２７床 

 

（病床機能別） 

 

 

診療科目：別紙２参照 

 

 

職員数：（H29.9.1現在） 

 ・ 医師（専修医・研修医含む） ８０８名 

 ・ 看護職員（嘱託・パート・臨時職員含む） １，１４６名 

 ・ 専門職（嘱託・パート・臨時職員含む） ２４６名 

 ・ 事務職員（嘱託・パート・臨時職員含む） １６５名 
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【１．現状と課題】 

 

①  構想区域の現状 

高度急性期機能 

・特定機能病院が６施設（大学病院本院は５施設）あり、高度医療提供施設が集積し、 

 様々な地域からの患者が流入している。 

・自構想区域完結率は５７．９％で、都内隣接区域を含めると８１．０％である。 

急性期機能 

・高度急性期機能から継続して入院している患者も含め、様々な地域から患者が流入している。 

 特に区東北部及び区東部から、１日当たり５００人以上の患者が流入している。 

・他地域から多くの患者を受け入れる一方で、区中央部在住の患者のうち４１．６％が 

 他の構想区域に流出している。 

・自構想区域完結率は５８．４％で、都内隣接区域を含めると８２．４％である。 

回復期機能 

・人口１０万人当たりの回復期リハビリテーション病床数は、都平均の約６割である。 

・字構想区域完結率は４２．３％と島しょを除くと都内構成区域の中で最も低いが、 

 都内隣接区域を含めると７３．４％である。 

慢性期機能 

・高齢者人口１０万人当たりの医療療養病床数は、都平均の約５割、介護療養病床数は 

 都平均の約３割となっている。 

・ほぼ全ての構想地域に流出しているが、流出先の上位は区部の隣接区域である。 

 

 

 

 

 

②  構想区域の課題 

・高度医療提供施設が集積しているが、回復期、慢性期機能の医療提供体制の整備が必要 

・在宅療養患者の急変時の受入れの強化 

・がん患者等地域の戻る際の受け入れ医療機関の整備と連携の強化 

・退院調整と医療連携の更なる強化 
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③  自施設の現状 

・自施設の理念 

 「つくすこころ」で、良質な医療を提供します。 

 また、教育の場として、優れた医療人の育成に努めます。 

・基本方針 

 １．患者さんの権利を尊重し、患者さんの立場に立った医療を実践します。 

 ２．安全で安心な質の高い医療の確保に最善の努力を払います。 

 ３．説明と同意を徹底し、患者さんの医療への参加を促します。 

 ４．人間性豊かな医療人の育成に努めます。 

 ５．地域の基幹病院として、保健・医療・福祉に貢献します。 

 ６．先進的医療を提供するため臨床研究を推進します。 

・自施設の診療実績（届出入院基本料） 

 特定機能病院入院基本料（一般）７：１ 

 特定機能病院入院基本料（精神）７：１ 

・職員数 

 医師：５４５名 

 専修医・研修医： ２６３名 

 看護職（嘱託・パート・臨時職員含む） 

  看護師 １，０９４名 

  准看護師：   １名 

  看護助手：  ５１名 

 技術職（嘱託・パート・臨時職員含む）：２１３名 

 技能職（嘱託・パート・臨時職員含む）： ３３名 

 事務職（嘱託・パート・臨時職員含む）：２１６名 

・自施設の特徴 

 高度急性期機能中心（特定機能病院・地域がん診療連携拠点病院・災害拠点病院 

 高度救命救急センター等） 

・自施設の担う政策医療 

 ・５疾病 

  （がん） 

地域がん診療連携拠点病院（区東北部）として認定され集学的治療を 

    行っている。 

  （脳卒中） 

    脳卒中ホットラインを開設し、医師が２４時間体制で対応している。 

  （急性心筋梗塞） 

    心臓救急専用ホットラインを設置し、医師が２４時間体制で対応している。 

  （糖尿病） 

    院内において糖尿病週間等を開催し啓発活動を行っている。 

  （精神疾患） 

    ２７床の閉鎖病棟にて患者の受け入れを行っている。 

 ・５事業 

  （救急医療） 

    高度救命救急センター（登録第１号）現在４７床 

    平成２９年１０月３０日より６０床（CCU・SCU含む）に増床。都内最大規模となる。 

    東京都吐下血受入支援事業における受入支援病院として２３区全域より受入を行っ 

ている。 

  （災害時における医療） 

    災害拠点病院、東京DMAT指定病院に認定されており、日本DMAT隊員・JICA登録者 

    災害支援ナースも数多く所属し災害時に迅速な対応が可能である。 
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    近年では茨城県豪雨災害、熊本地震などに医療チームを派遣した。 

 （へき地の医療） 

   町立八丈病院に常時医師３名を派遣しへき地医療に協力している。 

 （周産期医療） 

   周産期連携病院の指定を受けている。 

 （小児救急医療を含む小児医療、その他） 

   休日・全夜間診療事業に参画し、小児病床１床を確保している。 

   ２４時間診療受入れを行っている。 

 

 

④ 自施設の課題 

・区東北部の地域がん診療連携拠点病院であり、自施設へのアクセスが良く流入患者 

  が多いので、急性期・回復期・慢性期との連携の強化が必要である。 

 ・高度救命救急センターは他構想区域からの重篤な患者が搬送されており高度急性期から 

  引き続き療養できる急性期との連携の強化が必要である。 

 ・ 
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【２．今後の方針】 ※ １．①～④を踏まえた、具体的な方針について記載 

 

①  地域において今後担うべき役割 

・状態の早期安定に向けて、診療密度の高い医療を提供し自構想区域及び他構想区域の 

 急性期・回復期・慢性期を担う施設に繋ぐ。 

・地域がん診療連携拠点病院として、集学的治療の充実と高度急性期医療の提供体制を 

 維持していく。 

・災害時における人員・施設を等最大限に活用し自構想区域及び他構想区域の高度急性期 

 医療提供を行う。 

 

 

 

 

 

 

②  今後持つべき病床機能 

・現在の高度急性期機能を維持、充実していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③  その他見直すべき点 
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【３．具体的な計画】 ※ ２．①～③を踏まえた具体的な計画について記載 

 

① ４機能ごとの病床のあり方について 

 

 ＜今後の方針＞ 

 現在 

（平成28年度病床機能報告） 

 将来 

（2025年度） 

高度急性期 870床（精神27床除く）  850床（精神27床除く） 

急性期    

回復期  →  

慢性期    

（合計）    

 

 

 ＜年次スケジュール＞別紙３参照 

 取組内容 到達目標 （参考） 

関連施策等 

2017年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019～2020

年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

2021～2023

年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

第

７

次

医

療

計

画 

第７期 

介護保険 

事業計画 

２
年
間
程
度
で 

集
中
的
な
検
討
を
促
進 

第８期 

介護保険 

事業計画 
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② 診療科の見直しについて 

 検討の上、見直さない場合には、記載は不要とする。 

 

 ＜今後の方針＞ 

 現在 

（本プラン策定時点） 

 将来 

（2025年度） 

維持 

 

→ 

 

新設  → 

 

廃止 

 

→  

変更・統合 

 

→ 

 

 

 

③ その他の数値目標について 

 

医療提供に関する項目 

・ 病床稼働率：88.00％（２８年度実績） 

・ 手術室稼働率： 

・ 紹介率：83.2％（２８年度実績） 

・ 逆紹介率55.6％（２８年度実績） 

経営に関する項目＊ 

・ 人件費率： 

・ 医業収益に占める人材育成にかける費用（職員研修費等）の割合： 

 その他： 

 

 

 

＊地域医療介護総合確保基金を活用する可能性がある場合には、記載を必須とする。 

 

【４．その他】 

（自由記載） 

 

 

 



１．基礎データ（平成29年６月１日現在）

専門分野 年 月 日 年

年 月 日

２．病床数（平成29年６月１日現在）
（１）各病症種別病床

床

床

床

床

床

床

床

床

床

床

床

床

床

床

療養病床 床

精神病床 床

結核病床 床

感染症病床 床

床

（２）未計上ベッド（医療法上算入されない病床）

分娩ベッド 床

新生児ベッド 床

リカバリー室ベッド 床

RI治療用ベッド 床

ICU治療用ベッド 床

床

その他 床

床

別紙　１

0

0

外来化学療法用ベッド

1

小計

計

870

救命救急センター病床

GCU（継続保育室）

治験病床

事務の長名

病院長名

一般病床

RI室（放射線治療病室）

計

その他

TEL

0

16

ICU（集中治療室）

PICU（小児集中治療室）

HCU（ﾊｲｹｱﾕﾆｯﾄ、重症患者病棟）

SCU（脳卒中集中治療室）

0

住所

47

FAX

〒

NICU（新生児集中治療室）

MFICU（母体・胎児集中治療室）

CCU（冠状動脈疾患集中治療室）

普通病床

0

8

113-8603

就任年月日 平成

東京都文京区千駄木１－１－５

03-3821-2027

2放射線科 29

28

03-3822-2131

汲田　伸一郎

山本　臣生 事務部　部長役職名

767

27

0

0

0

0

0

32

0

0

0

0

0

897

0

0

0

0

新任期

　　　その他の内訳
 【記載例】
　KICU[腎疾患集中治療室]３床

新/再1就任年月日 平成 2

4

所在地



別紙２

標榜診療科名

内科 循環器内科 神経内科 腎臓内科 血液内科

消化器・ 肝臓内科 内分泌代謝内科 呼吸器内科 老年内科 精神科

小児科 皮膚科 麻酔科 放射線科 外科

消化器外科 内分泌外科 心臓血管外科 呼吸器外科 脳神経外科

眼科 耳鼻いんこう 科 産婦人科 泌尿器科 整形外科

形成外科 救急科 リ ウマチ科 漢方内科 病理診断科

歯科 リ ハビリ テーショ ン科
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